
私のゼミナールは、「企業の経済学」を中心テー
マに勉強し、活動しています。「企業の経済学」
とは、企業の戦略と組織、企業を取り巻く市場
などを経済学の視点から分析・研究するもので
す。経済学の知識と知恵を基本にし、ビジネス
の事例や経営学の理論まで加えながら、企業に
対する理解を深めていきます。ゼミの多様な活
動はすべて、自発的に楽しく行います。ゼミを通
して知的にはもちろん、人格と人間関係でも一
人前の社会人として成長をし、一生の思い出と
友達を作ることが我々の目指すものです。

企業を経済学で分析する。

金ゼミナールでは、「企業の経済学」という
テーマに基づき企業の戦略や市場などについ
て学んでいます。個人の発表やグループワー
クを通して、同期だけでなく、先輩や後輩、先
生、時にはOB・OGの方ともディスカッション
をします。様々なテーマに関する発表を聞き、
話し合うことで、知識と視野を広げることが
できます。11月ごろから複数回行われる他大
学のゼミとのインゼミは魅力的で一年間の成
果をまとめて発表し、多様な人とのつながり
も作れる貴重な機会です。

私が所属する鈴木ゼミナールは、日本の財政
問題について個人やグループで各々が設定し
たテーマについて研究し、プレゼンテーション
とディスカッションを行っています。そのため
相手へ伝えるためのプレゼンテーション能力
や、意見や知識を発信する力を身に付けまし
た。私は、質問に対しての即時応答が苦手だっ
たため、ゼミでの経験は就職活動を行う上で
とても役に立っています。鈴木ゼミナールは、
先生を含めて仲が良く、休憩時間やゼミ合宿
を全力で楽しむ和気藹々とした場所です。

先輩方とも行うディスカションで知識と視野が広がります。
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ゼミでは発表の機会が多くあり、発表の際には勇気と伝える
能力が必要でした。発表者として質疑応答では対応力が、質
問者としては理解力と発言力が問われました。苦手意識の
あった発言力も含め、スキルアップできていると感じます。

私は「私的年金の拡充をいかにして行うか」を研究していま
す。年金に対しての不安が募るなか、自分たちで老後資金
を蓄えるための方法として私的年金に注目しました。将来
に関係が深いため研究を行っていて、とても役立ちます。

発言力が培われる質疑応答。

CHECK!

私のゼミナールは、日本の財政問題を研究して
います。財政分野は、我々の生活に密接に関連
した問題が多く、その内容は税制、公共事業、
年金・医療・介護制度、子育て支援策、高齢者・
女性労働の促進策、地方財政など多岐に渡り
ます。ゼミでは、複雑な財政制度に関する知識
の習得に加えて、特定の問題を掘り下げて研
究するグループ活動やプレゼンテーションな
どの能動的な取組みを積極的に行っています。
自分が研究している分野に関して、政府に物申
したくなるようになれば、目標達成です。

独自の視点であるべき政策を考える。就職活動でも役立つ「経験」が積めています。
3年　夏目 瑞紀

社会で関心の高いテーマを積極的に採用。

CHECK!

KIM YOUNG GAK
Seminar

金 榮愨ゼミナール

MASAAKI SUZUKI
Seminar

鈴木 将覚ゼミナール

Mizuki Natsume

Risa Tomigahara金 榮愨 教授 Kim Young Gak

鈴木 将覚 教授 Masaaki Suzuki
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